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‣1984年山口県出身  
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神奈川県、人手不足対策に副業推進？

神 奈 川 県 令 和 ７ 年 度 当 初 予 算 （ 案 ） の ポ イ ン ト よ り 

現在、神奈川県議会でも来年度の予算案を議論

しています。私の所属する産業労働常任委員会で

は、東京商工リサーチによると近年、人手不足関連

の倒産も目立つようになり過去２０年で最多とな

ったとのことです。県として県内企業

の営業継続のためにもどうやって労働

力不足解消の支援していけるのかが議

論の中心となりつつあります。 

就職難か ら人手不足 へ 
 これまで産業労働常任委員会の審査の中では、就

職難への対策とそのための企業誘致を行い、雇用創

出をなすという議論や政策が中心となってきました。

その結果、大企業誘致に巨額の補助金や各種税の減

免などを大盤振る舞いしていきた「インベスト神奈川」

などの企業誘致政策が形を変えながらも２０年近く続

けられてきました。 

 インベスト神奈川では日産自動車一社に対して１００

億円規模の支援が行われるなど巨額の税金が投じら

れてきました。しかし、神奈川県は労働人口や消費地

への近接性・各種交通網の充実など企業誘致に多く

の優位点があることから私たちは大企業への巨額の

補助金の必要性に疑問を呈し、県内中小企業への支

援強化を求めてきました。 

 社会状況の変化に伴い、県の取り組みの強化点も、

生産性向上による省力化と国内外の人材確保策の２

本柱が強調されるようになってきました。 

働く人の視点を忘れてはならない 

県の取り組みの方向性は、総論としては妥当だ

と思っています。しかし、そのための具体的方策に

ついてはもろ手を挙げて賛成できないものありま

す。例えば、次の事業です。 

兼業や副業をする大きな要素に、本業の給与だ

けでは足りないということがあるのではないでし

ょうか。そうであれば、低賃金を前提として仕事の

掛け持ちを推進すれば低賃金を固定化することに

なりかねない、残業時間の管理や健康管理の責任

もあいまいになりかねません。 

働く人も企業もともに豊かに発展していける県

の施策を目指して議論に臨みたいと思います。 


